
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

職場の労務管理の基本 

 石田淳著 かんき出版 \1,400+税 
 

（「はじめに」より）「人が育たないのは教え手の上司と、学び手の部下、どちらの責任だと思いますか？ この

本で私が紹介している「行動科学マネジメント」の視点でいうと、実はどちらの責任でもありません。 教え

手が「教え方」を知らない。原因はこの１点につきます。」 
 

ゆとり世代といわれる最近の若者への指導教育に頭をかかえている上司は多いのではないでしょうか。しか

し、育成を諦めてしまっては、人は育ちませんし、人が育たないということは事業の縮小につながっていって

しまいます。本書は、若者をはじめ社員を育てるための方法としての教え方に焦点を当て、「教える技術」と

して解説しています。社員の指導教育においてヒントが得られそうです。 

  
人材育成・部下育成 推薦書紹介

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://shinsou-assist.blog.jp/ 
 

■ 雇用保険の基本手当日額の変更/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000091920.html 

 

■ 雇用保険給付金,２年の時効期間内であれば支給申請可能/厚労省 
http://u333u.info/mNFr 

 

■ ストレスチェックの実施プログラムについて/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei12/pdf/150722-1.pdf 

 

■ パンフレット『長時間労働の削減に向けて』/厚労省 
 http://krs.bz/roumu/c?c=11122&m=74959&v=ea732ed0 
■ 「過労死等の防止のための対策に関する大綱」閣議決定～過労死
をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会へ/厚労省 
http://wwwhaisin.mhlw.go.jp/mhlw/C/?c=212859 

 

■ 精神障害の労災請求件数、支給決定件数ともに過去最多～平成
26年度「過労死等の労災補償状況」公表/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000089447.html 

 

■ 「個別労働関係紛争の解決状況」確認ツールを公開/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000089845.html 

 

■ 労働基準法等違反が疑われる事業場に関する情報受付窓口/厚労省 
http://www.check-roudou.mhlw.go.jp/soudan/index.html 

 

■ 夏季における年次有給休暇取得促進リーフレット～「働き方を変え
よう。休み方を変えよう。人生を輝かせよう」/厚労省 
http://krs.bz/roumu/c?c=11123&m=74959&v=4ff8bede  
■ ゆう活-はじめよう！夕方を楽しく活かす働き方/政府広報 

http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/u-katsu/index.html 
 

■ 「職務分析実施マニュアル」/厚労省 
http://u333u.info/mNFl 
■ キャリアアップ助成金 職務評価加算(処遇改善コース)リーフレット/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/topics/2013/07/dl/carrier_up140731.pdf 
 

■ 平成 26年 労使コミュニケーション調査/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/18-26.html 

 

■ 「医療・福祉」が最多の「セクハラ・パワハラ・嫌がらせ」に関する相
談/連合･労働相談ダイヤル 
http://www.jtuc-rengo.or.jp/soudan/soudan_report/data/201506.pdf 

 

■ 25年の介護人材、需給ギャップは 37.7万人と推計/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000088998.html 

 

■ 今年の大学 4年生の約 9割が就職情報サイトに登録／連合調査 
http://www.jtuc-rengo.or.jp/news/chousa/data/20150702.pdf 
■ 「若年女性の就業意識等に関する調査」報告書を公表/大阪府 

http://www.pref.osaka.lg.jp/hodo/index.php?site=fumin&pageId=21151 
 

■ 6月度の三大都市圏派遣スタッフ募集時平均時給は 1,596円/リク
ルートジョブズ 
http://www.recruitjobs.co.jp/info/pr20150714_289.html 

 

■ 14年度の育休取得者割合、女性 86.6％、男性 2.30％/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/71-26-06.pdf 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩を応援します 

人事マネジメントのワンポイントアドバイス 

◆平均的な人間はいない ◆ 
 

◆ 身近な“平均値”その裏に隠れているもの  
私たちは平均値をよく利用します。小学校で習うほど簡単

で、最も身近な統計値です。非常にわかりやすいため、いろい

ろなところで利用される便利なものですが、平均値を信用し過

ぎてはいけません。その理由は、偏りや特異値といった特徴を

隠してしまう性質をもっているからです。 
 

◆ 「平均的な人間はいない」  
私の師匠する人が「平均的な人間はいない」といいましたが、

その通りだと思います。確かに、統計数値的には平均に近い人

はいます。平均点が 70 点のテストで、70 点を取った人がいる

としましょう。得点という結果だけをみれば平均点と同じであ

ったとしても、得点した項目は一人ひとり違っており、また、

得意・不得意があります。さらに言えば、正解を導き出す方法

や手順、考え方も人それぞれです。 

人事評価で平均的な評定結果であったとしても、仕事のプロ

セスや考え方、仕事に向き合う姿勢など一人ひとりきちんと把

握して、その人にあった指導育成をしていかなければなりませ

ん。決して「平均点ですね」で終わらせてはいけません。 

● 管理職として知っておきたいメンタルヘルス～その３５ ● 
 

復職した後のフォローアップ 
 

● 復職後の勤務の軽減   
メンタルヘルス不調者が復職してすぐに元の量やスピードで

仕事はできません。勤務時間や仕事量を減らし、無理のない作

業スピードで業務をさせるなど軽減勤務から徐々に回復させて

いくことになります。この軽減勤務は人によって異なりますが、

半年から１年間程度必要といわれています。 
 

● 軽減勤務中の体調チェック  
軽減勤務の期間中は、無理をすると疲れがたまって翌日以降

に影響が出ます。無理をさせないことが大事ですが、疲れが溜

まっていそうなときは早めに勤務を終わらせるなどして体調を

元に戻させてください。 

疲れの状態を知るためには、日々の体調の簡単な記録を書い

てもらい、上司に毎日報告させるとよいでしょう。気分の良し

悪しや睡眠時間、疲れの有無、仕事の出来栄えなどを簡単にこ

たえられるようなチェックタイプをお勧めします。また、主治

医から服薬と通院の指示が出ている場合は、必ず守らせてくだ

さい。復職させたとしても、主治医との協力体制は必要です。 


